










表2対人ストレスイベント項目因子分析(事後）

第1因子 第2因子 第3因子

第1因子｢対人葛藤」
知人から責められた
知人に軽蔑された
知人に無理な要求をされた

■知人のストレス発散｜‐付き合わされた

知人とけんかした

■約束を破られた

知人に誤解された

知人が無責任な行動をした
知人と意見が食い違った

第2因子｢対人劣等」

知人とどのようにつきあえばいいのか分からなくなった
会話中、何をしゃべったらいいのか分からなくなった
相手が嫌な思いをしていないか気になった

親しくなりたい相手となかなか親しくなれなかった
会話中に気まずい沈黙があった
知人が自分のことをどう思っているのか気になった
■知人に嫌な龍をされた

■知人に嫌な思いをさせた

周りの人から疎外されていると感じるようなことがあった
第3因子｢対人摩耗」

786

772

640

586

585

526

526

498

450

224

159

155

167

209

201

437

207

285

275

140

143

231

253

269

234

251

332

219

183

083

162

173

117

439

423

228

664

661

641

616

614

604

600

537

490

249

248

282

186

102

205

098

128

125

テンポの合わない人と会話した
嫌いな人と会話した
あまり親しくない人と会話した
無理に相手にあわせた会話をした

知人に深入りされないように気をつかった
自慢話や愚痴など、聞きたくないことを聞かされた
上下関係に気をつかった
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因子抽出法主因子法回転法:Kaiserの正規化を伴うバリマックス法
■事後のみ

因子に属する項目の平均得点を算出し，保健指導前後の得点を対応がある場合のt検定により比較

した。t検定は，事前の因子構造に対応させてｲ『った･得点が4点に近いほど対人関係に起因するス

トレス(対人ストレス）が精神的健康に及ぼす影響が小さく，1点に近いほど精神的健康に及ぼす影響

が大きい。

対人ストレスイベントの因子得点ごとの点数を授業前後で比較し，表3に示した。「対人劣等」因

子，「対人摩耗」因子において授業前後に有意な差がみられ，授業前に比べて授業後の平均値はI高く

なっていた。このことから授業により，対人ストレスが精神的健康に及ぼす影響が小さくなったと言

える。

表3授業前後比較

N 標準偏差壹壽藤平均値

対人劣等因子授業前

授業後

対人葛藤因子授業前

授業後

対人摩耗因子授業前

授業後
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対応がある場合のt検定 *p<005
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ESD実践事例【その他】74 学校保健1学年11月

1題材名ストレス対処法を学ぼう

2ねらい

ストレスやストレス対処法を知り，人によって様々なストレス対処法があることに気付くことが出来る。

3学習活動

（1）導入

昨年度の保健室来室状況を提示し，身体的な不調の原因の－つとして精神面か関係していることが多いこと

を知る。

（2）ストレス（ストレッサー，ストレス反応）について知る。

適度なストレスは心の発達にとって必要であり，それに耐えられるように鍛えられ成長する。ストレスに|耐

えられる力は人によって違うので，同じストレスでも，イIﾘ事もなかったかのように過ごせる人もいれば，とて

も辛く感じてしまう人もいる。上手にストレスを解消していくことが必要である。

生徒は一般的にストレスとは悪いものであると思っていたようで,心の発達にとって必要なストレスがある

ことに驚いていた←

（3）ストレス対処法について考える。ｽﾄﾚyｻｰ・

事例をもとに考え，ワークンートに記入し，発表した。

鋪錘警’（4）ストレス反応を軽減する方法を知り，考える。

ストレス反応が起こるためには決まった流れがある。各部分（ストレ
心

ツサー，評価，心・体）に効果的に対処することによって，ストレス反↓ストし･'ｻｰに対司る弄愚を
体衰えることで､刺識ごｽﾄし

応を軽減することができる。本時では，特に評価（心のはたらき）へのずｻｰとして感じ辱かつだ‘I．↓若のかを弱めた41できる

行動
対処法について重点的に指導を行った。ある出来事を前向きに考え，発

表し合う場面では，他生徒の前向きな考えを聞き，人によって多様な考え方があることを知った，自分もそう

考えたいという感想が多かった。

（5）生徒の感想より

をみんなで意見を出し合い，

窪 罹難二ほこ
雲.一つ前向蓄に糀二とが大切だと思った｡すべ…肌總”
ことだととらえるのではなく，自分の経験として必要なストレスもたく

さんあると思うから，ストレスはいいことだと考えることも大事だと感

《じた。これらの前向き思考をこれから実践していきたいなと思った。

・ストレスがどのようにして起こるのか，どう対処すれば良いのかなど

自分たちの考えを深めることができて良かった。

4ESDとの関連

（1）構成概念

I多様性“人によって様々な見方やとらえ方があることに気ｲl･く

（2）能力・態度

④コミュニケーションをｲ1う力ク他者の気持ちや考えを尊重し，理解することができる。

【教科等の力】自分の気持ちや考えを伝えるとともに，他者の気持ちや考えを尊重し，積極的にコミュニケ

ーションをｲjう力
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